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骨太方針（経済財政運営と改革の基本方針2022）解説①

今回の日合商解説（vol.47）では、６月７日に閣議決定された「骨太方針（経
済財政運営と改革の基本方針2022）」の中で、住生活産業に関わりの大きい
内容について抜粋し、そのキーワードを説明していきます。また、次回
（vol.48）では、更なる具体的な内容を解説していきます。
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今回の国の方針として、最も大きなテーマとなっているのが「新しい資本主義」で
す。それには、新型コロナ・ロシアによるウクライナ侵攻・気候変動・物価高騰・
人口減少・少子高齢化・成長率の停滞・災害の頻発化・災害の激甚化等、複数の社
会的課題が一挙に押し寄せている等の背景があります。

●キーワード「持続可
能な経済社会構造」
自然災害や対外的な脅
威に対してきちんと対
応・対策をしていこう
という内容が記載され
ています。

●キーワード
「投資・資産形成・
資産防衛」
金融資産だけではなく、
不動産資産等の防衛を
もっと国民ひとりひ
とりが意識を高く持っ
て構成していけるよう
に配慮していくという
事も含まれます。



人への投資と分配について②

地域活性化に向けた国の施策③

●キ―ワード「デジタル推進人
材230万人の育成」
これからの時代に必要な人材と
して企業の中で「デジタル知
見」を持った人材を増やしてい
こうという試みです。2025年
の崖と呼ばれるIT人材不足に
よる経済損失を危惧しての対応
です。
●キーワード「メタバース」
大手ハウスメーカーの中には住
宅展示場を仮想空間の中で行
う会社も出てきました。
●キーワード「サテライトオ
フィスの整備」
リモートワークが増えてきたこ
とで地方移住への可能性も高ま
りました。その中でサテライト
オフィス（遠隔勤務出来る施
設）の整備が進められそうです。
これは国土交通省でも住宅街の
空き家をサテライトオフィス化
する施策でも発表されている通
りです。

●キーワード「リカレント教育」
再教育・仕事をしながら学ぶとい
う意味です。高齢社員の再教育機
会に使用します。
●キーワード「同一労働同一賃
金」
働き手を確保するために賃上げ、
最低賃金引上げ等が必要になりま
す
●キーワード「多様な働き方・リ
モート」
副業・兼業・週休３日等、今後の
働き方について言及しています
●キーワード「資産所得倍増プラ
ン」
株投資・資産防衛や不動産価値を
担保する等にも繋がります。
（Vol.45のレポートでも内容触れ
ていますので参照してみてくださ
い）



国際環境の変化への対応について④

●キーワード「防災・減災、国土強靭化の推進」
防災・減災について国土強靭化計画の一端は2022年中に議論を進められていきます。
レジリエンス住宅という、命を守るだけでなく、その後の生活も守るという考え方
が広まってきています。これからの住宅づくり（新築）やこれまでの住宅（リ
フォーム）における、再生可能エネルギーの普及や蓄電池、生活水を守る為の貯水
等の提案が今後、さらに加速していくことが予想されます。

国土強靭化、災害対策・防災・減災⑤

●キーワード「食料安全保障の
強化と農林水産業の持続可能な
成長の推進」
今回の、「新型コロナウイル
ス」「ロシアによるウクライナ
侵攻」の２つの大きな事件に
よって、日本の致命的な要素が
明らかになりました。それは、
自給率の低さです。
ウッドショックは、輸入に頼っ
ていた市場背景があり、さらに
世界的なインフレによるコスト
高も相まって、今回の政府方針
では、国産材へのシフトが掲げ
られています。
木材以外にも生産資材や食料・
飼料の安定確保は喫緊の課題で
す。

●キーワード「DX（デジタルトランスフォーメーション）・GX（グリーントランス
フォーメーション）」
この２つのキーワードは住生活産業界においてとても重要な位置づけにあります。DX
による生産性向上・高効率化は2024年の働き方改革に向けて必要な対応です。GXは
ESG・SDGsとも繋がりがあり、投資要素も大きくなっています。今後、炭素税が導入
された場合にはGXにどれくらい取り掛かっているかで、企業価値を判断されるケース
が出てくる可能性もあります。


